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　「
第
二
院
が
代
議
院
と
一
致
す
る
と
き
は
、
無

用
で
あ
り
、
代
議
院
に
反
対
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
有
害
で
あ
る
」

　
参
院
の
存
在
意
義
を
め
ぐ
る
議
論
の
際
に
、
よ

く
引
用
さ
れ
る
二
院
制
批
判
の
言
葉
だ
。
政
策
決

定
の
迅
速
さ
や
効
率
性
だ
け
を
重
視
す
る
な
ら
、

「
第
二
院
」
の
手
続
き
は
時
に
じ
れ
っ
た
い
。

　
七
月
十
日
の
参
院
選
投
開
票
が
迫
っ
た
。
衆
院

選
と
の
ダ
ブ
ル
選
挙
は
見
送
ら
れ
た
。
単
発
の
参

院
選
は
、
政
権
選
択
が
な
く
、
半
数
が
改
選
さ
れ

る
だ
け
。
同
日
選
に
比
べ
る
と
、
有
権
者
に
盛
り

上
が
り
を
欠
く
感
は
否
め
な
い
。

　
し
か
し
、
参
院
選
の
結
果
が
、
政
権
に
引
導
を

渡
し
た
り
、
そ
の
後
の
政
局
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
り
し
た
こ
と
は
何
度
も
あ
っ
た
。
参
院
選
の

重
み
を
か
み
し
め
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
。

　
橋
本
龍
太
郎
政
権
時
の
一
九
九
八
年
七
月
の
参

院
選
。
自
民
党
は
改
選
前
の
六
〇
議
席
か
ら
、
新

聞
各
紙
の
「
六
〇
議
席
前
後
」
と
の
事
前
予
測
に

反
し
、
四
四
議
席
と
惨
敗
し
た
。「
恒
久
減
税
の

導
入
」
を
め
ぐ
る
橋
本
首
相
の
選
挙
中
の
発
言
の

ぶ
れ
に
加
え
①
自
民
党
の
支
持
基
盤
の
減
少
と
無

党
派
層
の
増
大
②
政
府
の
経
済
政
策
の
失
敗
へ
の

批
判
―
が
大
き
く
影
響
し
た
（『
戦
後
政
治
の
軌

跡
』
蒲
島
郁
夫
著
）。

　
橋
本
首
相
は
即
時
退
陣
。
後
を
継
い
だ
小
渕
恵

三
政
権
以
降
、
参
院
で
の
多
数
派
形
成
を
図
る
た

め
連
立
政
権
が
常
態
化
し
た
。

散 射 韻

主
義
を
守
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

と
な
る
。

　
安
倍
首
相
は
今
回
の
参
院
選
で
、
消
費
増
税
の

再
延
期
や
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
争
点
に
掲
げ
て

い
る
。
し
か
し
、
隠
さ
れ
た
最
大
の
争
点
は
、
首

相
に
と
っ
て
の
「
悲
願
」
で
あ
る
憲
法
改
正
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
安
倍
首
相
は
過
去
の
国

政
選
挙
で
経
済
政
策
を
争
点
に
掲
げ
な
が
ら
、
選

挙
後
に
特
定
秘
密
保
護
法
や
安
全
保
障
関
連
法
の

制
定
を
押
し
進
め
て
き
た
。国
論
を
二
分
し
た
り
、

反
発
を
招
い
た
り
す
る
テ
ー
マ
で
、
選
挙
前
に
持

論
を
全
面
展
開
す
る
ほ
ど
に
は
、
首
相
も
単
純
で

は
な
い
。

　
民
進
党
は
、
改
憲
勢
力
に
憲
法
改
正
発
議
要
件

の
三
分
の
二
を
取
ら
せ
な
い
こ
と
を
最
低
限
の
目

標
に
置
い
た
。
野
党
第
一
党
と
し
て
は
迫
力
不
足

だ
と
は
思
う
が
、
こ
の
選
挙
が
最
高
法
規
の
行
方

さ
え
左
右
し
か
ね
な
い
意
味
合
い
を
帯
び
て
い
る

と
、
国
民
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
は
大
切
だ
。

　
道
選
挙
区
は
改
選
数
が
二
か
ら
三
に
増
え
た
。

候
補
者
は
自
民
二
人
、
民
進
二
人
に
共
産
党
な
ど

も
加
え
て
混
戦
と
な
る
様
相
だ
。
選
挙
権
年
齢
も

今
回
か
ら
十
八
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
政

治
や
社
会
の
あ
り
方
を
ど
う
す
る
の
か
。
そ
し
て

次
世
代
に
ど
う
引
き
継
ぐ
の
か
。
歴
史
の
転
換
点

と
も
な
り
か
ね
な
い
選
択
を
前
に
、「
地
味
な
選

挙
だ
」
と
白
け
て
は
い
ら
れ
な
い
。

＜
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二
〇
〇
七
年
の
第
一
次
安
倍
晋
三
政
権
の
時
も

劇
的
だ
っ
た
。
閣
僚
の
相
次
ぐ
不
祥
事
や
失
言
、

「
消
え
た
年
金
」
問
題
な
ど
政
権
運
営
の
拙
さ
が
た

た
り
、
自
民
党
は
改
選
前
の
六
四
議
席
か
ら
三
七

議
席
と
激
減
し
た
。

　
安
倍
首
相
退
陣
後
の
福
田
康
夫
政
権
は
、
衆
参

ね
じ
れ
国
会
の
下
で
、
新
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法

改
正
案
や
日
銀
総
裁
の
国
会
同
意
人
事
な
ど
で
、

野
党
の
攻
勢
に
防
戦
一
方
だ
っ
た
。「
か
わ
い
そ

う
な
ぐ
ら
い
苦
労
し
て
い
る
」。福
田
首
相
自
ら
が
、

当
時
の
小
沢
一
郎
民
主
党
代
表
に
恨
み
節
を
ぶ
つ

け
た
。
参
院
で
現
行
憲
法
下
と
し
て
は
初
め
て
首

相
問
責
決
議
案
も
可
決
さ
れ
た
。

　
続
く
麻
生
太
郎
首
相
は
〇
九
年
、
野
党
に
追
い

込
ま
れ
る
形
で
衆
院
解
散
・
総
選
挙
を
行
い
、
政

権
を
奪
わ
れ
た
。
当
時
の
自
民
党
内
で
は
「
下
野

の
最
大
の
原
因
は
安
倍
政
権
が
参
院
選
で
負
け
た

こ
と
」
と
の
見
方
は
強
か
っ
た
。
民
主
党
も
菅
直

人
政
権
下
の
一
〇
年
の
参
院
選
で
負
け
、
再
び
ね

じ
れ
が
生
じ
た
。

　
与
党
の
参
院
選
敗
北
に
よ
っ
て
生
じ
た
政
局
を

「
混
乱
」
や
「
決
め
ら
れ
な
い
政
治
」
と
切
り
捨

て
る
の
に
は
疑
問
が
あ
る
。
衆
参
両
院
の
意
見
の

食
い
違
い
や
与
野
党
攻
防
に
は
、
各
党
の
立
場
や

政
策
の
違
い
を
顕
在
化
さ
せ
た
り
、
政
権
与
党
を

中
心
と
し
て
政
治
全
体
に
緊
張
感
を
生
み
出
し
た

り
す
る
効
果
が
あ
る
。
政
権
が
独
断
的
に
物
事
を

進
め
て
い
る
と
き
こ
そ
、
そ
の
「
摩
擦
」
は
民
主

参院選が持つ重み


